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市区町村が抱えるインフラメンテナンスにおける課題

土木費土木費 技術系職員技術系職員 ノウハウ・知識・技術力ノウハウ・知識・技術力

約30%
約22%

約10%
約5%

約21%

約55%

約36%

約23%
約16%

約43%

約75%

約53%

約38% 約35%

約66%

2020年3月 2030年3月 2040年3月

道路橋
（橋長2m以上）
［約73万橋］

トンネル
［約1万1千本］

河川管理施設
［約4万６千施設］

下水道管渠
［約48万km］

港湾施設
（水域施設、外郭施設、係留施

設、臨港交通施設等）
［約6万1千施設］

【出典】国土交通省資料

○高度経済成長期以降に整備し、老朽化した社会資本の割合が加速度的に上昇
○多くの社会資本を管理する市区町村は、以下の課題を抱えている

市区町村が抱えるインフラメンテナンスにおける課題

建設後５０年以上経過する社会資本の割合



「インフラメンテナンス市区町村長会議」の立ち上げ

運営体制

総 会

■ 会長

冨山和彦
株式会社経営共創基盤IGPIグループ会長
株式会社日本共創プラットフォーム（JPiX）代表取締役社長

インフラメンテナンス
市区町村長会議

■ 副会長

家田 仁
政策研究大学院
大学 特別教授

公認フォーラム

実行委員会

◆各ブロック、企画委員からブロック幹事１名を選任

※各都道府県はオブザーバで参画

企画委員
（各県から１名）

構成員
（各都道府県から最低
１市区町村の参加）

近畿ブロック
（７府県）

・・・

四国ブロック
（４県）

・・・

九州・
沖縄ブロック
（８県）

・・・

関東ブロック
（９都県）

・・・

中部ブロック
（４県）

・・・・・・

北海道
ブロック
（１道）

・・・

東北ブロック
（６県）

・・・

北陸ブロック
（３県）

・・・

中国ブロック
（５県）

・・・

地方フォーラム
海外市場展開
フォーラム

技術者育成
フォーラム

市民参画
フォーラム

自治体支援
フォーラム

革新的技術
フォーラム

※北海道ブロックの企画委員は
複数名選任することができる

ブロック幹事
（企画委員から１名）

代表幹事 （ブロック幹事から１名）
（役員）

※市区町村長会議は、国民会議の行政会員である市区町村の長によって構成

＜インフラメンテナンス国民会議＞

690の首長が参画予定
（R4.3.31現在）

広報部会企画部会



インフラメンテナンス市区町村長会議

〈ブロック幹事〉

北海道釧路市長

〈企画委員〉

北海道釧路市長

北海道
ブロック 東北ブロック 関東ブロック 北陸ブロック 中部ブロック

〈代表幹事〉

東京都稲城市長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈ブロック幹事〉

岩手県宮古市長

〈企画委員〉

青森県八戸市長

岩手県宮古市長

宮城県白石市長

秋田県秋田市長

山形県山形市長

福島県南相馬市長

〈ブロック幹事〉

東京都稲城市長

〈企画委員〉

茨城県龍ケ崎市長

栃木県下野市長

群馬県安中市長

埼玉県春日部市長

千葉県木更津市長

東京都稲城市長

神奈川県厚木市長

山梨県甲府市長

長野県大町市長

〈ブロック幹事〉

新潟県新潟市長

〈企画委員〉

新潟県新潟市長

富山県氷見市長

石川県かほく市長

〈ブロック幹事〉

静岡県静岡市長

〈企画委員〉

岐阜県大野町長

静岡県静岡市長

愛知県豊川市長

三重県南伊勢町長

近畿ブロック 中国ブロック

〈ブロック幹事〉

岡山県総社市長

〈企画委員〉

鳥取県鳥取市長

島根県益田市長

岡山県総社市長

広島県呉市長

山口県周南市長

四国ブロック

〈ブロック幹事〉

高知県須崎市長

〈企画委員〉

徳島県美波町長

香川県坂出市長

愛媛県西条市長

高知県須崎市長

九州・沖縄
ブロック

〈ブロック幹事〉

熊本県熊本市長

〈企画委員〉

福岡県柳川市長

佐賀県武雄市長

長崎県佐世保市長

熊本県熊本市長

大分県日田市長

宮崎県宮崎市長

鹿児島県鹿屋市長

沖縄県浦添市長

〈ブロック幹事〉

兵庫県養父市長

〈企画委員〉

福井県鯖江市長

滋賀県大津市長

京都府京田辺市長

大阪府高石市長

兵庫県養父市長

奈良県宇陀市長

和歌山県和歌山市長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

〈構成員〉

ブロック内の
市区町村長

「インフラメンテナンス市区町村長会議」の運営体制



「インフラメンテナンス市区町村長会議」の取組内容（案）

目的（ねらい）

・首長同士の意見交換による、メンテナンスに関する知見や意識の向上

・トップダウンによるインフラメンテナンスの強力な推進

・社会に対するインフラメンテナンスの必要性の啓発

○先進的な取組事例の共有

○メンテナンスの今後の方向性に関する意見交換

○議論を踏まえたメッセージの発信

取組内容(案)


